
〔29〕  次の記述は、「不登校児童生徒への支援の在り方について（通知）」（令和元年 10 月 25 日元文科初

第 698号）の「1 不登校児童生徒への支援に対する基本的な考え方」の一部である。空欄   ア   ～ 

  ウ   に当てはまるものの組合せとして最も適切なものを、後の①～⑤のうちから選びなさい。 

解答番号は  29  。 

 

（１） 支援の視点 

不登校児童生徒への支援は、「   ア   」という結果のみを目標にするのではなく、児童生徒が自らの

進路を主体的に捉えて、社会的に自立することを目指す必要があること。また、児童生徒によっては、不登

校の時期が   イ   等の積極的な意味を持つことがある一方で、   ウ   や進路選択上の不利益や社

会的自立へのリスクが存在することに留意すること。 

 

① ア いじめの解消 イ 休養や自分を見つめ直す ウ 健康への影響 

② ア 学校に登校する イ 休養や自分を見つめ直す ウ 学業の遅れ 

③ ア いじめの解消 イ 個性の伸長 ウ 健康への影響 

④ ア 学校に登校する イ 個性の伸長 ウ 学業の遅れ 

⑤ ア 学校に登校する イ 個性の伸長 ウ 健康への影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答 ② 


